
 

令和７年８月２５日 

 

報道機関各位 

 

特許庁総務部普及支援課 

青森県経済産業部産業イノベーション推進課 

 

令和７年度「知財経営支援モデル地域創出事業」 

伴走支援プログラム オリエンテーションイベント  

－知的財産とデザインの力で未来を描く－ を開催します 

 

特許庁と青森県が連携して取り組んでいる「知財経営支援モデル地域創出事業」につ

いて、令和７年度に新たに支援する企業を対象に、オリエンテーションイベント（令和

７年度伴走支援プログラムキックオフ）を下記のとおり開催しますので、取材してくだ

さるようお願いいたします。 

 

                  記 

 

１ 日  時  令和７年８月２７日（水）１３：００～１６：３０ 

２ 場  所  新町キューブ ３Ｆ会議室（青森市新町２丁目６－２） 

３ 参  加  者  令和７年度支援対象企業、事業プロデューサー、支援機関等 

４ 内  容   

（１）事業の概要・趣旨等説明 

（２）事業プロデューサー等自己紹介 

（３）支援対象企業の紹介及び今後の支援等に関する説明 

   ＜令和７年度支援対象企業＞ 

    〇株式会社はとや製菓（青森市） 

    〇有限会社二唐刃物鍛造所（弘前市） 

    〇なんごうプラザ株式会社（八戸市） 

    〇株式会社大竹菓子舗（十和田市） ほか１社（調整中） 

（４）講義 「(仮)知財経営について」 

（講師：日本弁理士会 弁理士 大澤 豊 氏） 

（５）ワークショップ 

事業プロデューサーを中心に、伴走支援を本格的に始動するためのキックオフ・ 

ワークショップで、支援対象企業の現在地や未来を描く姿などについてのディスカ 

ッションを通じ、支援計画の策定に向けたアイデアの着想、発散、収束まで一連の 

ワークを行います。 

 



＜参考＞ 「知財経営支援モデル地域創出事業」（令和６年度～） 

〇事業実施主体：特許庁（担当／普及支援課） 

〇業務委託先（運営事業者）：株式会社ロフトワーク（東京都渋谷区） 

〇モデル事業概要： 

  青森県を知財支援重点エリアとして、プロデューサーチームを編成し、中小企業等への

伴走支援を通じて、地域の知財支援ネットワークの強化と地域企業のイノベーション創出

を目指す。 

〇青森県における特徴等： 

  ものづくり産業のほか、本県の強みである農林水産業等においても「デザイン」の力を

活用し、差別化を図るモデルづくりに取り組む。 

〇令和６年度支援対象企業 

  日本ハルマ株式会社（弘前市）、株式会社たなか銘産（弘前市）、 

  合同会社トキあっぷる社（五所川原市）、有限会社斗南丘牧場（むつ市）、 

  有限会社みなみや（むつ市） 

  ※令和７年度も引き続き伴走支援を実施予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真は昨年度のワークショップの模様 
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